
岩
手
最
南
端
、湯
け
む
り
街
道「
一
関
温
泉
郷
」

須
川
高
原
温
泉

祭
畤

温
泉
　

か
み
く
ら

矢
び
つ

温

泉
　

瑞
泉
閣

厳
美
渓

温

泉
　

い
つ
く
し
園

厳
美
渓

温

泉
　

渓
泉
閣

宝
竜

温
泉
　

か
ん
ぽ
の
宿
一
関

わ
か
や
ま
Ｄ
Ｃ
を
Ｐ
Ｒ

大
阪
で
発
表
会
　

９
月

日
開
幕
へ

最終回

Ｌ
Ｃ
Ｃ
か
ら
見
る
新
し
い
需
要
創
造

じゃらんリサーチセンター

自治体など対象
セミナーを開催

東
北
太
平
洋
沿
岸
に
送
客

観
光
庁
　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
募
集
、支
援 近畿運輸局など

産業観光をテーマに
ネットワーク交流会

〝
お
得
〟な
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド

山
の
中
腹
に

わ
く
霊
験
の
湯

バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
家
族
風
呂

観
音
様
の
御
利

益
で
温
泉
湧
出

神
々
が
降
り

立
つ
場
所
の
湯

高
原
の
温
泉
宿

希
少
な
湯
質

浴
場
と
客
室

か
ら
渓
谷
一
望

お問い合わせ
一関温泉郷協議会
〒　　‐　　岩手県一関市厳美町南滝ノ上
厳美渓温泉いつくし園内
T　E　L．‐‐
FAX．‐‐
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本
コ
ラ
ム
は
今
回
が
最
終

回
。
あ
し
か
け
２
年
の
連
載
に

お
付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
が
ス
タ

ー
ト
し
て
２
年
が
過
ぎ
た
。
現

在
そ
し
て
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
読
む
た
め
に
、
生
活
者
の
行

動
や
心
の
動
き
の
変
化
を
捉
え

な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
ド

ラ
イ
ブ
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
継

続
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

一
つ
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
あ
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
元
年
」

と
呼
ば
れ
た
２
０
１
２
年
以

降
、
国
内
で
急
速
に
浸
透
し
て

い
る
が
、
今
年
７
月
に
、
昨
年

に
続
き
国
内
Ｌ
Ｃ
Ｃ
３
社
（
ピ

ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ェ

ッ
ト
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
バ
ニ

ラ
エ
ア
）
の
利
用
状
況
を
調
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
経
験

率
は
こ
の
１
年
で

・
８
％
と

４
・
３
㌽
上
昇
。
特
に

～


歳
の
若
い
世
代
、
男
女
別
で
は

男
性
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
。

ま
た
国
内
線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
者
の


・
７
％
が
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
が

国
内
旅
行
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
回
答
し
、
旅
行
回
数
も
増

え
た
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用
の
最
大
の
理
由

は
価
格
。
国
内
旅
行
の
航
空
券

代
が
浮
い
た
分
は
約
３
割
が

「
現
地
で
の
食
事
に
使
う
」
。

「
旅
行
中
に
使
わ
な
い
」
が
次

に
続
く
。
全
体
的
に
は
、
「
使

わ
な
い
」「
節
約
で
き
た

と
い
う
印
象
は
な
い
」

が
昨
年
よ
り
増
加
し
、

お
金
に
シ
ビ
ア
に
な
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
た
。
一
方
、
「
宿
泊

数
を
増
や
し
た
」
が


・
７
％
と

・
２
％
か

ら
わ
ず
か
な
が
ら
伸
び

て
い
る
。
泊
数
が
増
え

れ
ば
、
旅
行
者
の
周
回

エ
リ
ア
も
広
が
る
可
能

性
が
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
で

き
る
こ
と
は
あ
り
そ
う
だ
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
縮
小
す
る
中
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
の
就
航
が
男
性
と
若
者
の
需

要
を
喚
起
し
た
意
義
は
大
き

い
。
ま
た
１
年
前
の
調
査
時
よ

り
松
山
、
大
分
な
ど
西
の
地
方

都
市
へ
の
就
航
が
増
加
し
た

が
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
日
本
人
だ
け
で

は
な
く
地
域
を
旅
行
す
る
訪
日

外
国
人
に
と
っ
て
も
便
利
で
手

頃
な
値
段
の
交
通
手
段
と
な
り

得
る
。
大
都
市
と
地
域
を
結
ぶ

航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
、
航
空

会
社
、
旅
行
会
社
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
関
連
事
業
者
な
ど
が

一
体
と
な
り
、
運
航
形
態
そ
の

も
の
か
ら
議
論
す
る
こ
と
も
必

要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
当
社
で
は
設
立
以
来
、「
発
」

と「
着
」の
視
点
を
両
方
持
ち
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
大
と
質
の
転

換
を
基
本
ビ
ジ
ョ
ン
に
活
動
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
の

観
光
振
興
に
は
主
に
以
下
の
ポ

イ
ン
ト
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

だ
と
実
感
し
て
い
る
。
①
生
活

者
（
旅
行
者
）
の
価
値
観
や
行

動
の
変
化
②
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

及
ぼ
す
影
響
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
革
新

が
人
々
の
行
動
の
変
化
や
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
に

直
結
す
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
④
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
―
で

あ
る
。

　
今
の
観
光
へ
の
追
い
風
は
同

時
に
業
界
の
枠
組
み
を
超
え
競

争
の
激
化
を
も
た
ら
す
。
業
界

の
外
か
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

次
々
に
参
入
す
る
中
、
観
光
に

関
わ
る
人
々
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
読
み
つ
つ
、
既
成
概
念
や
過

去
の
成
功
体
験
に
捉
わ
れ
な
い

自
由
な
発
想
が
求
め
ら
れ
る
。

　
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
企
画

調
査
部
長
・
波
潟
郁
代
）
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「
一
関
温
泉
郷
」
は
、
岩
手
県
最
南
端
、
一
関
市
街
地
か
ら
須
川
岳
（
栗
駒
山
）
に

向
か
う
国
道
３
４
２
号
線
沿
い
に
点
在
す
る
温
泉
地
の
総
称
。
泉
質
自
慢
の
個
性
的
な

温
泉
地
群
で
、
湯
巡
り
を
楽
し
む
観
光
客
が
近
年
増
え
て
い
る
。
隣
接
す
る
平
泉
町
に

は
世
界
遺
産
の
「
平
泉
の
遺
跡
群
」
が
あ
り
、
観
光
の
拠
点
と
し
て
も
最
適
。
温
泉
郷

５
温
泉
、
６
軒
の
宿
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

須
川
高
原
温
泉
の
露
天
風
呂
「
大
日
湯
」
。
大
自
然

を
愛
で
な
が
ら
入
浴
で
き
る

内
湯
「
滝
の
湯
」

か
み
く
ら
露
天
風
呂

栗駒山荘（ロビー）

い
つ
く
し
園
大
浴
場

か
ん
ぽ
の
宿
大
浴
場

一関温泉郷マップ

渓
泉
閣
大
浴
場

　
６
軒
の
宿
で
組
織
す
る

「
一
関
温
泉
郷
協
議
会
」
は

〝
お
得
な
〟
湯
め
ぐ
り
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い

る
。
１
８
０
０
円
で
６
軒
の

施
設
を
１
回
ず
つ
利
用
で
き

る
。
通
常
の
日
帰
り
利
用
に

比
べ
て
約
半
額
に
な
る
。
カ

ー
ド
は
１
年
間
有
効
。

厳
美
渓

骨
寺
村
荘
園
交
流
館

瑞
泉
閣
露
天
風
呂

　
瑞
泉
閣
は
矢
び
つ
温
泉
の

一
軒
宿
。
温
泉
は
瑞
山
（
み

ず
や
ま
）
と
呼
ば
れ
、
人
々

に
信
仰
さ
れ
て
き
た
山
王
山

の
中
腹
に
あ
る
お
堂
か
ら
わ

き
出
る
湯
。
「
霊
験
の
湯
」

「
山
あ
い
の
神
聖
な
る
湯
」

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

　
源
泉
温
度

度
。
毎
分
１

４
０
㍑
が
自
噴
す
る
。
無
色

透
明
で
に
お
い
が
な
く
、
サ

ラ
サ
ラ
と
し
た
泉
質
。
ナ
ト

リ
ウ
ム
―
塩
化
物
・
硫
酸
塩

泉
で
、
神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
。

　
温
泉
施
設
は
男
女
１
カ
所

ず
つ
の
大
浴
場
。
窓
を
大
き

く
取
っ
た
浴
室
に
は
明
る
い

光
が
た
っ
ぷ
り
差
し
込
み
、

岩
を
配
し
た
露
天
風
呂
か
ら

は
周
辺
の
山
々
や
磐
井
川
な

ど
の
自
然
を
一
望
す
る
。

　
宿
の
広
い
敷
地
に
は
中
庭

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
が
あ
る
。

　
近
く
に
は
中
尊
寺
の
か
つ

て
の
荘
園
で
、
中
世
の
農
村

景
観
が
残
る
「
骨
寺
村
荘
園

遺
跡
」
と
、
そ
の
歴
史
的
価

値
を
紹
介
す
る
「
骨
寺
村
荘

園
交
流
館
」
が
あ
る
。
遺
跡

は
「
平
泉
」
の
関
連
資
産
と

し
て
、
世
界
遺
産
へ
の
拡
張

登
録
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
関
イ
ン
タ
ー
近
く
の
高

台
に
建
つ
か
ん
ぽ
の
宿
一

関
。
こ
の
地
は
昔
、
竜
が
昇

天
し
、
慈
雨
を
降
ら
せ
た
と

い
う
言
い
伝
え
か
ら「
宝
竜
」

と
呼
ば
れ
る
。

　
温
泉
は
平
成
６
年
に
開

湯
。
源
泉
「
宝
の
湯
」
は
湯

温

・
４
度
。
無
色
透
明
、

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化

物
泉
で
、神
経
痛
、筋
肉
痛
、

関
節
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る

と
い
う
。
ま
た
「
入
る
と
肌

が
つ
る
つ
る
に
な
る
」
「
腰

痛
が
治
っ
た
」
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
、
露
天
風
呂
、
家

族
風
呂
の
各
施
設
が
あ
る
。

大
浴
場
は
寝
湯
、
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
、
ハ
ー
ブ
湯
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
露
天

風
呂
は
遠
く
に
須
川
岳
を
一

望
す
る
眺
望
が
自
慢
。
家
族

風
呂
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計

で
、
車
い
す
の
ま
ま
入
浴
で

き
る
リ
フ
ト
を
装
備
し
た
。

　
毎
週
水
、
日
曜
日
に
行
う

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
も
好

評
。

　
岩
手
を
代
表
す
る
景
勝
地

「
厳
美
渓
」（
げ
ん
び
け
い
）

の
ほ
と
り
に
立
つ
い
つ
く
し

園
は
、
明
治

年
創
業
の
老

舗
旅
館
。
長
年
、
観
光
の
拠

点
と
し
て
営
業
を
続
け
て
い

る
が
、
あ
る
時
、
先
代
社
長

が
河
原
を
散
策
し
て
い
る
時

に
肩
か
ら
下
半
分
の
観
音
像

を
発
見
。
上
半
分
を
新
た
に

作
り
、
入
魂
の
儀
式
を
し
て

庭
先
に
祭
っ
た
と
こ
ろ
、
５

年
後
の
昭
和

年
に
敷
地
内

で
温
泉
が
湧
出
。
「
観
音
様

の
御
利
益
」
と
話
題
に
な
っ

た
。

　
そ
の
源
泉「
滝
の
湯
」は
、

泉
質
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
。
美
肌

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
神

経
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
。

　
大
浴
場
は
平
成
３
年
、
新

館
の
増
築
に
合
わ
せ
て
新

設
。
ヒ
ノ
キ
の
半
露
天
風
呂

か
ら
は
清
ら
か
な
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
一
望
す
る
。

女
将
の
佐
藤
奈
保
美
さ
ん

　
祭
畤
（
ま
つ
る
べ
）
温
泉

の
一
軒
宿
「
か
み
く
ら
」
。

祭
畤
と
は
「
神
々
の
降
り
立

つ
場
所
」
と
い
う
意
味
で
、

宿
か
ら
眺
望
す
る
祭
畤
山
に

は
、
そ
の
数
々
の
伝
説
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　
宿
は
平
成

年
開
業
。
大

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
重

厚
な
建
物
で
、
館
内
の
そ
こ

か
し
こ
で
木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
。

　
源
泉
は
敷
地
内
に
あ
り
、

ダ
イ
レ
ク
ト
に
湯
舟
に
入

れ
、
掛
け
流
し
で
使
っ
て
い

る
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
硫

酸
塩
泉
。
ア
ト
ピ
ー
や
関
節

痛
、腰
痛
に
効
く
と
評
判
だ
。

　
広
々
と
し
た
大
浴
場
に
も

大
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。

露
天
風
呂
は
自
然
に
溶
け
込

み
森
の
中
で
入
浴
し
て
い
る

よ
う
な
気
分
を
味
わ
え
る
。

　
ネ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

「
リ
ト
ル
ス
タ
ー
賞
」（
小
宿

の
賞
）を
受
賞
。顧
客
か
ら
絶

大
な
支
持
を
集
め
て
い
る
。

　
須
川
岳
の
北
麓
、
標
高
１

１
２
６
㍍
に
位
置
す
る
高
原

の
温
泉
宿
。
開
業
は
昭
和
初

期
だ
が
、
一
帯
は
江
戸
時
代

か
ら
３
０
０
年
に
わ
た
り
、

湯
治
場
と
し
て
人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
た
。

　
敷
地
内
に
わ
く
温
泉
は
日

本
で
も
非
常
に
ま
れ
な
強
酸

性
の
み
ょ
う
ば
ん
緑
ば
ん

泉
。
青
白
く
に
ご
っ
た
湯
が

効
能
の
高
さ
を
物
語
る
。
毎

分
の
湧
出
量
は
６
千
㍑
。
溶

岩
丘
の
下
か
ら
滝
と
な
っ
て

流
れ
落
ち
る
ほ
ど
豊
富
な
湯

量
を
誇
る
。

　
目
の
前
に
大
き
な
「
大
日

岩
」
が
迫
り
、
高
原
の
大
自

然
を
愛
で
な
が
ら
入
浴
で
き

る
大
露
天
風
呂「
大
日
湯
」、

「
千
人
風
呂
」と
も
呼
ば
れ
、

太
い
梁
の
目
立
つ
内
湯
「
滝

の
湯
」
、
蒸
気
の
噴
出
孔
に

む
し
ろ
を
敷
い
て
寝
そ
べ
る

「
お
い
ら
ん
風
呂
」
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
温
泉

施
設
が
あ
る
。

　
客
室

室
。
ほ
か
に
湯
治

客
向
け
の
自
炊
棟
が
あ
る
。

　
秋
田
県
と
の
県
境
に
あ

り
、
県
境
を
越
え
た
秋
田
県

側
に
は
、
同
じ
須
川
の
湯
を

使
っ
た
山
小
屋
風
の
温
泉
宿

「
栗
駒
山
荘
」
が
あ
る
。

　
厳
美
渓
温
泉
の
旅
館
渓
泉

閣
。
名
勝
厳
美
渓
の
ほ
と
り

に
建
ち
、

室
の
客
室
全
て

か
ら
渓
谷
を
一
望
で
き
る
眺

望
自
慢
の
宿
だ
。
館
内
に
は

本
格
的
な
茶
室
が
あ
り
、
茶

会
で
の
利
用
も
多
い
。
ま
た

お
茶
請
け
の
「
山
づ
と
」
は

創
業
当
時
か
ら
宿
泊
客
に
提

供
し
て
い
る
自
慢
の
逸
品

だ
。

　
温
泉
は
昭
和

年
に
湧

出
。
「
渓
泉
の
湯
」
「
延
年

の
湯
」
と
い
う
二
つ
の
源
泉

を
持
ち
、
混
合
泉
と
し
て
使

っ
て
い
る
。
泉
質
は
ナ
ト
リ

ウ
ム
―
塩
化
物
泉
で
、
切
り

傷
、
や
け
ど
、
慢
性
皮
膚
病

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
。

　
大
浴
場
か
ら
も
渓
谷
を
一

望
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所

ず
つ
だ
が
、
そ
の
日
の
男
女
比
率
に
よ
っ
て
入
れ
替
え
を

行
っ
て
い
る
。

　
厳
美
渓
は
栗
駒
山
を
水
源

と
し
て
一
関
市
内
を
流
れ
る

磐
井
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
渓
谷
。
急
流
に
削

ら
れ
た
甌
穴（
お
う
け
つ
）、

連
な
る
巨
岩
と
、
変
化
に
富

ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観

が
２
㌔
に
わ
た
り
続
く
。
対

岸
か
ら
ロ
ー
プ
伝
い
に
だ
ん

ご
が
届
く「
空
飛
ぶ
だ
ん
ご
」

が
面
白
い
。

　
和
歌
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
わ
か
や
ま
Ｄ
Ｃ
）
の
発
表
会
が

４
日
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
（
大
阪
市
北
区
梅
田
）
の
「
時

空
の
広
場
」
で
開
か
れ
た
。
Ｄ
Ｃ
の
開
催
期
間
は
９
月

日
～

月

日
。
テ
ー
マ

は
「
和
（
な
ご
み
）
」
で
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
和
み
、
和
ら
ぐ
（
な
ご
み
、

や
わ
ら
ぐ
）
。
和
歌
山
か
ら
は
じ
ま
る
旅
」
。
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
誘
客
を
拡
大
す
る
。将
来
に
わ
た
っ
て「
持
続
可
能
な
観
光
地
」

づ
く
り
も
推
進
す
る
。

仁
坂
知
事
（
中
央
左
）
、
川

井
Ｊ
Ｒ
西
日
本
和
歌
山
支
社

長
（
同
右
）
が
発
表
会
で
Ｐ

Ｒ

　
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
運
営
す
る
、
地
域
活

性
・
調
査
・
研
究
機
関
の
じ

ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
、
沢
登
次
彦
セ
ン

タ
ー
長
）
は
７
月

日
、
自

治
体
の
観
光
振
興
担
当
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
観
光
振

興
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
４
」
を

東
京
・
丸
の
内
の
リ
ク
ル
ー

ト
本
社
内
で
開
い
た
＝
写

真
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今

年
で
９
年
目
。
同
日
の
東
京

会
場
を
皮
切
り
に
、
昨
年
同

様
、
全
国
で

回
開
催
し
、

約
２
千
人
の
参
加
者
を
予
定

し
て
い
る
。

　
沢
登
セ
ン
タ
ー
長
が
、
今

年
で

年
目
と
な
る
国
内
旅

行
実
態
調
査
「
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
２
０
１
４
」
に

つ
い
て
発
表
、
解
説
。
セ
ン

タ
ー
の
研
究
員
３
人
が
「
中

長
期
視
野
で
国
内
旅
行
需
要

を
創
出
す
る
重
要
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
若
者
層
を
動
か
す
」

「
人
口
減
少
時
代
の
『
新
・

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
～

行
政
・
地
域
変
革
を
自
分
た

ち
の
手
で
起
こ
す
」
「
『
観

光
』
と『
食
資
源
』の
Ｗ
Ｉ
Ｎ

‐
Ｗ
Ｉ
Ｎ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
」と
題
し
、そ
れ

ぞ
れ
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

　
沢
登
セ
ン
タ
ー
長
は
、
発

表
の
中
で
、

年
度
の
性
・

年
代
別
旅
行
実
施
率
に
つ
い

て
「

～

歳
の
男
性
層
以

外
で
は
実
施
率
が
前
年
よ
り

増
加
し
た
」
と
指
摘
。
と
く

に
「

～

歳
の
女
性
層
、


～

歳
の
男
性
層
の
伸
び

が
大
き
い
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
旅
行
中
の
現
地
支

出
に
つ
い
て
は
「
平
均
金
額

で
昼
食
代
が
１
４
８
０
円
、

夕
食
代
が
２
９
８
０
円
、
バ

ー
な
ど
で
の
飲
み
代
が
４
１

９
０
円
、直
売
所
や
道
の
駅
、

お
土
産
物
店
で
の
買
い
物
代

が
５
８
３
０
円
。
旅
先
で
は

財
布
の
ひ
も
が
緩
く
な
る
の

が
よ
く
表
れ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　
旅
行
手
配
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
個
人
旅
行
比
率
が
前

年
比
０
・
５
㌽
減
の

・
４

％
、
パ
ッ
ク
旅
行
比
率
が
同

０
・
５
㌽
増
の

・
６
％
で
、

「
パ
ッ
ク
旅
行
が
２
年
連
続

で
微
増
だ
っ
た
」
と
報
告
し

た
。

　
発
表
会
で
は
、
仁
坂
吉
伸

・
和
歌
山
県
知
事
、
川
井
正

・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
和
歌
山
支
社

長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

を
説
明
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
特
別
企
画
と
し
て
は
、

①
１
万
人
の
ウ
ォ
ー
ク
＆
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
②
和
み
わ
か
や

ま
・
ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
③
第

回
全
国
万
葉
フ

ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
和
歌
の
浦
④

全
国
世
界
遺
産
観
光
地
サ
ミ

ッ
ト
⑤
秘
宝
な
ど
の
特
別
公

開
、
国
指
定
名
勝
な
ど
の
特

別
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
⑥
高
野
山

金
剛
峯
寺
参
拝
巡
り
⑦
特
別

列
車
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
和
歌

山
号
」
、
団
体
臨
時
列
車

（
旅
行
商
品
）
の
運
行
予
定

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ

レ
ス
車
両
）
⑧
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ
和
歌
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

―
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

　
各
地
域
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
新
た
な
観
光
素
材
、

お
も
て
な
し
の
充
実
、
２
次

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な
ど

の
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
と
宿
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
お
得
な
旅
行
プ
ラ
ン

や
、
割
引
切
符
も
販
売
さ
れ

る
。

　
発
表
会
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
野
山
真

言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺
僧
侶

に
よ
る
「
声
明
ラ
イ
ブ
」
が

行
わ
れ
た
。
発
表
会
終
了
後

に
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
通
行
人
に
配
布

し
た
。

　
観
光
庁
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
が
進
み
、
旅

行
者
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整

い
つ
つ
あ
る
太
平
洋
沿
岸
エ

リ
ア
を
中
心
と
し
た
東
北
へ

の
送
客
強
化
を
目
的
に
、
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
を
支

援
す
る
。
７
月

日
、
支
援

案
件
の
募
集
を
開
始
し
た
。


件
程
度
を
採
択
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
募
集

す
る
事
業
名
は
「
東
北
地
域

へ
の
送
客
強
化
に
よ
る
交
流

拡
大
事
業
」
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
募
集

型
企
画
旅
行
で
あ
る
こ
と
が

要
件
で
、
応
募
・
実
施
者
は

旅
行
業
者
。採
択
の
基
準
は
、

①
東
北
の
太
平
洋
沿
岸
エ
リ

ア
の
交
流
人
口
を
増
や
す
内

容
で
あ
る
こ
と
②
多
様
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
、
地
域

活
性
化
に
よ
る
復
興
に
資
す

る
ツ
ア
ー
で
あ
る
こ
と
③
震

災
の
記
憶
の
風
化
防
止
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
支
援
の
対
象
と
な
る
の

は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企

画
、
広
報
、
催
行
、
報
告
書

作
成
に
か
か
る
経
費
。
１
件

当
た
り
の
支
援
額
は
、
上
限

が
原
則

万
円
な
ど
の
条
件

が
あ
り
、
申
請
内
容
に
よ
っ

て
金
額
を
決
定
す
る
。

　
応
募
は

月

日
ま
で
だ

が
、
採
択
予
定
数
、
予
算
額

に
達
し
た
場
合
に
は
途
中
で

締
め
切
る
。

月
初
旬
ま
で

に
毎
月
１
、
２
回
程
度
、
順

次
採
択
を
行
う
予
定
。

　
指
定
の
書
式
で
応
募
。
応

募
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
事

務
局
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
☎
０
３
（
６
７

３
７
）９
２
７
５
、tohokuk

akudai-desk@bwt.jtb.co.jp

ま
で
。

　
第
１
回
産
業
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
交
流
会
が
７
月


日
、
大
阪
市
北
区
の
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ

ャ
ピ
タ
ル
タ
ワ
ー
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開
催
さ

れ
た
＝
写
真
。
近
畿
経
済
産

業
局
と
近
畿
運
輸
局
の
共

催
。

　
須
田
寛
・
Ｊ
Ｒ

東
海
相
談
役
が

「
訪
日
外
国
人
に

向
け
た
産
業
観
光

の
促
進
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
。

愛
知
万
博
を
契
機

に
本
格
化
し
た
名

古
屋
の
産
業
観
光

の
事
例
を
説
明
。

産
業
観
光
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡

大
へ
の
可
能
性
と

と
も
に
、
技
術
漏

え
い
な
ど
の
課
題

も
指
摘
し
た
。

　
産
業
観
光
へ
の
取
り
組
み

で
は
、
「
日
に
新
た
館
」
と

「
白
鶴
酒
造
資
料
館
」
の
担

当
者
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　
観
光
施
策
に
つ
い
て
近
畿

運
輸
局
の
中
村
広
樹
・
企
画

観
光
部
長
が
説
明
。
産
業
観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
経
済
産
業
省
の
濱
邊
哲

也
・
地
域
新
産
業
戦
略
室
長

が
紹
介
し
た
。
日
本
貿
易
振

興
会
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
東
京
本

部
の
松
平
義
史
・
主
幹
も
、

ジ
ェ
ト
ロ
の
観
光
関
連
企
業

誘
致
や
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

取
り
組
み
を
解
説
し
た
。

http://www.ichinoseki-net.jp/

